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都市計画課  
 「笑顔と希望あふれるふるさと再生事業」（ｽﾏｲﾙ 130 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）の一環として、復興に向けたまちづ

くりの場で具体的に活用できる「景観と暮らしのデザインガイド」を作成しました。 

このデザインガイドは、復興まちづくりの場における「参考書」として、県、市町村職員をはじめ、

復興まちづくりに係わる地域の皆さんに活用いただくために作成したものであります。 

また、このデザインガイドを活用し、活発なまちづくり検討が行われることで、新たなコミュニティ

形成の醸成が期待されます。 

 

１ 「景観と暮らしのデザインガイド」の主旨 

復興におけるまちづくりが進んでいく中で、地域らしさとは何かを議論する段階となっており、地域

らしく美しい景観、親しみのある“ふるさと”を再生するためにも、住民の方々と「景観と暮らし」に

ついて議論し、地域にふさわしい景観となるようなまちづくりを行う必要があります。 

そのため、平成 24 年 9 月に作成した、まちづくりにおける基本的な考え方を示した「ふるさと景観

再生の手引き」をもとにして「景観と暮らしのデザインガイド」を作成しました。 

 

２ 「景観と暮らしのデザインガイド」の特徴 

◆実際のまちづくり検討会の成果を反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各地域（①海岸部、②市街地、③集落部、④高台の新住宅地）ごとに配慮事項を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（H25：野田村城内地区） （H26：宮古市田老地区） 
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◆イメージ図等を多用し、ビジュアルでわかりやすい構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、各地域の特色を生かしたまちづくりに活用されるよう、「復興まちづくり活動等支援制度(ま

ちづくり専門家派遣)」と併せて、沿岸市町村はじめ関係機関へ広く発信・普及させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「景観と暮らしのデザインガイド」につきましては、県ホームページをご覧ください。 

http://www.pref.iwate.jp/toshigesui/machizukuri/23155/027245.html 

 


